






(2) 法務総合研究所 『研究部報告 35―重大少年事件の実
態と処遇 (第 2) ―』
(3) 法務総合研究所 『研究部報告 50―無差別殺傷事犯に
関する研究』







日本福祉大学子ども発達学論集 第 11 号 2019 年 1 月
社会に衝撃を与えた青少年犯罪についての考察 No. 1
心の闇の解明をめざして
木 村 隆 夫
日本福祉大学 福祉経営学部 (通信教育)
Study of Juvenile Delinquency Which Has the Impact to Our Society (No.1)
－Toward Revealing Darkness of Their Mind－
Takao KIMURA
Faculty Healthcare Manegement (distance education), Nihon Fukushi University
Keywords：青少年凶悪犯罪, 未成熟型犯罪, 自己否定型犯罪, 社会不適応型犯罪, キャリアデザイン教育
要旨
社会を震撼させた ｢神戸児童連続殺傷事件｣ 以後, 少年の凶悪犯罪の防止は厳罰化しかないと考えられるようになり, 少
年法が何度かに渉って厳罰改定されてきた. ところが, それをあざ笑うかのように, 青少年の凶悪事件は断続的ながら発生
し続けている. しかも, 犯行の理由が分からない事件が多く, ｢心の闇｣ という造語が流行するようになった.
さらに, 犯罪の原因として“発達障害”が挙げられることが急増し, 犯罪の原因・背景をていねいに解明する努力が放棄
されるようになっている.
筆者は思考停止ともいえる, このような風潮に抗して, 青少年の凶悪犯罪の原因・背景を究明し, 防止策と加害者の更生
支援のあり方を, 愚直に, じっくりと考えたいと思う.
まずは, 社会に衝撃を与えた 20 事例を抽出し, キーワード分析を行ったところ, 未成熟型犯罪, 自己否定型犯罪, 社会
不適応型犯罪, 反社会性型犯罪の 4類型が見えてきた.






























(2) 神戸児童連続殺傷事件, 元少年 Aの更生過程














































































同報告では, 単独で殺人事件を行った 10 例の共通す
る特徴として, ①追いつめられた心理, ②自殺または自
殺願望, ③自分の気持ちすら分からない感覚, ④自己イ








(2) 法務総合研究所 『重大少年事件の実態と処遇 (第 2)』
本調査は, 重大事件を起こした 14 歳以上の少年で,
全国の少年鑑別所に収容されて 2001 年 4 月 1 日から
2006 年 3 月末の 5 年間に退所した 408 名(男子 364 名,
女子 44 名) を対象として, 生育環境等を調査した報告
書である. ここでの重大少年事件とは, 殺人 (90 名),
傷害致死 (227 名), 強盗致死 (58 名), 危険運転致死
(31 名), 保護責任者遺棄致死 (2 名) の 5 非行を対象と
している.
1) 生育環境
家庭環境は, 両親の離婚あり (37.0％), 家庭内葛藤
あり (40.4％), 虐待被害あり (20.3％), 経済的困窮あ
り (33.2％), 犯罪・非行者あり (16.4％), 酒乱者あり
(7.4％) という結果となっており, 総じて生育環境には
恵まれていなかったことがうかがわれる. 特に殺人事件




知能指数は, 100 以上 (32.5％), 90 以上 (33.0％),
80 以上 (16.0％), 70 以上 (12.7％), 69 以下 (5.7％)
であり, 知的障害の可能性があるといわれる 69 以下が
少なく, 90 以上が 6 割を越えており, 一般の非行少年
の知能指数と比べると高いことが特徴的である.
精神障害者については, 精神障害あり (4.7％), 同疑
いあり (3.0％) で, 9 割以上には精神障害は見られな
かった.
3) 学歴
学歴を見ると, 中学在学 (8.1％), 同卒業 (24.0％),
高校在学 (21.6％), 同中退 (34.3％), 同卒業 (7.4％),
大学在学 (1.7％), その他 (2.9％) であり, 中学卒業
限りと高校中退者の比率が高いことが特徴である.










自傷行為等については, 自傷歴あり (22.1％), 自殺
未遂歴あり (5.1％), 動物虐待歴あり (1.0％), 万引き
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(3) 法務総合研究所 『無差別殺傷事犯に関する研究』
この研究は, 2000 年 3 月末から 2010 年 3 月末の 10
年間に裁判が確定した無差別殺人事件 52 例の研究であ
り, 青少年に限定しているわけではないが, 年齢層別で
は 10 歳代 7 人 (13.5％), 20 歳代 14 人 (26.9％), 30
歳代 17 人 (32.7％), 40 歳代 7 人 (13.5％), 50 歳代 5






逃避, ⑤殺人への興味・関心, の次の 5つの類型が見い
だされるとしている. この類型で一番多いのが①であり
⑤は多くないという.
犯行前に見られたおもな行動は, 自殺企画 23 人
(44.2％), 引きこもり 12 人 (23.1％), 覚せい剤 8 人
(15.4％), 対人粗暴行為 8 人 (15.4％), 性的問題 7 人
(13.5％), 特になし 9人 (17.3％) である.
さらにこうした問題行動に至った背景事情については,
学校におけるいじめ被害体験 16 人 (37.2％), 対人孤立
13 人 (30.2％), 経済困窮 12 人 (27.9％), 仕事上の悩
み 12 人 (27.9％), 職場におけるいじめ体験 8 人 (18.6
％), 虐待等の不遇な家庭状況 8 人 (18.6％) と報告さ
れている.
自殺企画についてさらに見てみると, 犯行前の自殺企
画 23 人 (44.2％), 犯行後の自殺企画 16 人 (30.8％),




対象者 52人の確定裁判の結果は, 死刑 6人 (11.5％),
無期刑 4 人 (7.7％), 有期刑 41 人 (78.8％) であった.
調査時に出所していた対象者は 15 人であったが, 満
期釈放 13 人, 仮釈放 2 人と仮釈放者が極度に少ないこ
とが特筆される.
出所 15人のうちで, 社会内で再犯した者は 2人であっ
たと報告されている. 犯罪内容は, 殺人未遂 (1), 器物





(4) 尾木直樹 『｢よい子｣ が人を殺す』
尾木直樹は, いわゆる ｢よい子｣ の起こした殺人事件













































































ると, 法務総合研究所の 『研究部報告 35―重大少年事
件の実態と処遇 (第 2)―』 (以下 ｢重大少年事件｣ とす
る) 以外は, 選択した事件と加害者のみを対象としてお
り, 全体の状況を分析したものではない.




ら, ｢いずれの事件も 『普通以上』 の中流家庭で発生し
ている. かつてのように生活が苦しく, 勉強もおいてけ
ぼりの状態といったような家庭で発生する類の事件では
ない. むしろ, 今日では 『悪い子』 は滅多に殺人事件は
起こさない｣ と断言しているが, メディアは, ｢悪い子｣
が起こした事件よりも, ｢よい子｣ が起こした事件にニュー
ス価値を求めるものであることを考えると, 結論には相
当な飛躍がある. したがって, ｢重大少年事件｣ は,





事犯｣ とする) と比較すると, 学校でのいじめ被害体験
については, ｢重大少年事件｣ では 26.7％, ｢無差別殺
傷事犯｣ では 37.2％とそれほど大きな差異はないが,
自殺志向についてみると ｢重大少年事件｣ では自殺未遂
歴あり (5.1％) であるのに対し, ｢無差別殺傷事犯｣ で
は, 自殺企画 (44.2％) と大きな相違が見られ, 同じ凶


















年 (10 歳代・20 歳代) の凶悪事件で, 社会に衝撃を与
えた 20 例を抽出し, 事件の概要とその特徴を分析する.
この 20 例の抽出基準は, ①年齢が 10 歳代・20 歳代で
あること, ②事件報道, 調査報道, 出版物等によって事
件の概要, 原因背景, 生育状況と生活環境がある程度判























は, 心の問題ではなく脳の問題である｣ と主張する ｢識
者｣ がいたり, 逆に ｢発達障害は犯罪を起こさない｣ と
全面否定する精神科医がいたりして混迷が生じている.
以下, 2000 年以降に発覚した青少年凶悪事件で, 社
会に大きな衝撃を与えた事件 20 例の概要を見る.
① 名古屋少年 ｢5000 万円｣ 恐喝事件 (2000 年 4 月)
1999 年 6 月頃, 名古屋市内の中学生 Xが同級生の少
年 Aから金を要求され, 自分の預金 19 万円を引き出し
て少年 A に渡したが, その後, 少年 B も加わって,
1999 年 6 月から 2000 年 1 月までの 8 カ月間にわたって
少年 Xから恐喝を繰り返し, 恐喝回数 130 回被害総額
は 5207 万円にもなった.





2000 年 4 月に主犯の少年 A, Bと少年 Cの 3 人が逮
捕され, 5 月までに計 15 人の少年が逮捕された. 事件
の解明が進むにつれ, 少年 Aは暴力団と関係ある成人
から恐喝をされており, 二重恐喝の状態となっているこ
とが発覚した. 家庭裁判所は 2000 年 8 月, 少年 15 人の









のように見られていた. ただし, 被害者は ｢仲間｣ の中
では最下層の地位にあったと分析している.
(あいち県民教育研究所)














レーズは, 社会に大きな衝撃を与え ｢心の闇｣ の造語ま
で生み出したが, 精神科医の岩波明は, ｢少年は無差別





いる. (中日新聞：2000.5.6, 12.26) (岩波明 2017b)
③ 佐賀バスジャック事件 (2000 年 5 月)
佐賀市から出発した高速バス車内で, 当時 17 歳の少
年が運転手に牛刀を突きつけ, ｢このバスを乗っ取りま
























④ 大分一家 6人殺傷事件 (2000 年 8 月)
当時 15 歳の少年が隣家に侵入して, 就寝中の一家 6




い｣ と否定していたが, ｢〇〇家暗殺計画｣ とノートに
メモし犯行に及んだことが明らかになった.










⑤ 長崎中学生男児殺人事件 (2003 年 7 月)








うである. その結果, 自らの罪の重さに苦しみ, 自死も
考えるようになったとみられる. いわば ｢未成熟型｣ か
ら ｢自己否定型｣ への転換が見られたケースである.
(長崎新聞報道部)
⑥ 佐世保小 6女児同級生殺人事件 (2004 年 6 月)








たが, 5 年生の終わり頃から精神的に不安定になり, 些
細なことで逆上したり, カッターナイフを振り上げるな
どの言動が見られ, さらに, 6 年生になってからは, 暴
力的な言動が増えたという.
また, 少女はかなり前からホラー小説に興味を持ち,
小説 『バトル・ロワイアル』 のファンだった. 少女自身
もウェブサイトを開いて 『バトル・ロワイヤル』 の同人
小説を発表しているが, クラスの人数と同じ 38 人が殺
し合いをする内容で, その中には被害者児童と同名の登
















力の持ち主であったが, 中学のころから ｢毒殺｣ に興味




り, 人格のゆがみも認められる. 是非を識別し, 行動を
制御する能力がある程度阻害されていた｣ と認定して医
療少年院送致を決定した. (高岡健)
⑧ 大阪姉妹放火殺人事件 (2005 年 11 月)
加害者は 22 歳の男子青年. 詳細は, 3－(3)－1) に記
載.


















⑩ 会津若松母親バラバラ殺害事件 (2007 年 5 月)
加害者は 17 歳の少年. 詳細は, 3－(2)－1) に記載.
⑪ 品川戸越銀座高校生通り魔事件 (2008 年 1 月)
16 歳の高校 2 年生が, 品川区の戸越銀座商店街で包
丁 3本を振り回して 5人を切り付け, 2 人に軽傷を負わ


















⑫ 土浦市荒川沖駅前無差別殺傷事件 (2008 年 3 月
23 日)
加害者は 24 歳の男子青年. 詳細は, 3－(3)－2) に記
載.
⑬ 岡山駅ホーム突き落とし事件 (2008 年 3月 25 日)
岡山駅で電車待ちの男性が, 高校を卒業したばかりの
少年 (18 歳) に背中を押され, 入線してきた電車には
ねられて死亡した. 加害者の少年は ｢人を殺せば刑務所
に行ける. 誰でもよかった｣ と述べた.
少年は高校ではトップクラスの成績, しかも, 3 年間
で欠席が 2日までの生徒に送られる ｢精勤賞｣ を受けて
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役 5年以上 10 年以下の不定期刑を言い渡した.
(中日新聞：2008.3.26) (尾木直樹)
⑭ 秋葉原集団殺傷事件 (2008 年 6 月)
東京の秋葉原路上で, 当時 25 歳の派遣社員 Kが 2ト
ントラックを運転して赤信号を無視して歩行者天国の現
場に突入し, さらにナイフで通行人を次々と刺し, 死亡
7 人, 重軽症者 10 人という凶悪事件を起こした. 当初,











た. 2011. 3. 24 東京地裁で死刑の判決があり, Kは控
訴・上告を行ったが判決は確定した. (木村隆夫：2014)
⑮ 石巻 3人殺傷事件 (2010 年 2 月)
被害者X (18 歳) 宅に, 少年A (18 歳) と B (17 歳)
が押し入り, Xの姉W, 姉の友人Y, Yの友人 Zを次々
に刺し, Xを連れ出して車で逃走した. 警察は 6 時間
後に少年 2 人を逮捕し Xを保護したが, Zは重傷, 姉
Wと Yは死亡した.
少年 Aと Xは 2 年前から交際しており, 二人の間で
子どもも生まれていたが, Aの暴力が激しいことから
別れ話が生じていた. 犯行動機として Aは ｢姉が交際
に反対しているので殺そうと思った｣ と述べている.
主犯である Aは, 恵まれない家庭で育ち, 母の愛人
からの身体的虐待と, 母から育児放棄を受けるという虐










⑯ 佐世保女子高生殺人事件 (2014 年 7 月)
15 歳の県立高校 1 年の女子生徒が同級生を殺害し,
首と左手首を切断した. 少女と被害者は中学高校とも同
じで, 高校では同じクラスであった. 少女は小学 6年の
時, 同級生の給食に洗剤を混入する問題を起こしている.










した. (中日新聞：2014.7.29, 8.3, 2015.7.14)
(長崎新聞報道部) (週刊文春：2014.8.7)
(サンデー毎日：2014.8.17) (週刊朝日：2014.8.15)
⑰ 名古屋国立大生知人女性殺人事件 (2014 年 12 月)















⑱ 川崎市中学生殺害事件 (2015 年 2 月)
主犯は 18 歳の少年. 詳細は 3－(4)－1) に記載.
⑲ 相模原市障害者施設集団殺傷事件 (2016 年 7 月)
26 歳の元施設職員が, 前の職場である障害者施設に



























として, 長期にわたる欲求不満, 他責的傾向, 破










る. その後の新聞報道では, 5 歳の頃保育所から ｢発達













｢Ｋ君とは今は家族ではない｣ と, 息子のことを ｢Ｋ君｣
と言って波紋を呼んだ. また ｢幼い頃から, 人の言うこ
とを言葉通りにしか理解できなかった, 変わった子｣ だっ
たと述べ, 母親は, 新聞報道のコメントで, ｢自殺する
ことはあっても, まさか他殺するなんて思いも及びませ























事例は 20 事例中 12 事例が該当した. 一方, 学力の低さ




























































くる. まずは, 主に ｢学業成績優秀｣ と ｢精神・発達障
害 (のおそれ)｣ の重なり合う事例である (仮に第 1 群
とする). 次に主に ｢学業成績優秀｣ と ｢自殺志向・死
刑願望｣ の重なる事例である (同第 2 群). 最後に ｢学
業成績不振｣ と ｢虐待暴力被害｣ の重なる事例である
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(同第 3群).
それぞれの共通項を分析して見ると, 第 1群と第 2群
は犯罪の動機がわかりにくいという共通項が見られるが,















が指摘されているという特徴がある. 第 2群では ｢自殺
志向・死刑願望｣ が顕著なのに, 第 1群では見られない
という違いがあり, 表面的にはたんたんと凶悪犯罪を行
い, 挙行後も ｢反省｣ が感じられないという特徴を持つ.
逮捕直後に伝えられる犯罪の動機は, ｢殺す体験がし










件⑥｣ など, 重大事件を起こしたにもかかわらず, その
認識があるかどうかが疑われるような未成熟な凶悪犯罪
者像が見られることから ｢未成熟型犯罪｣ と名付けた.
この類型に該当する事例は, 20 事例中 11 事例と過半数
を占めている.
日本福祉大学子ども発達学論集 第 11 号 2019 年 1 月
― 12 ―
(表－1) キーワードと犯罪類型表














豊川主婦殺人事件② 〇 〇 〇
佐賀バスジャック事件③ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大分一家殺傷事件④ 〇 〇 〇 〇
長崎中 1生殺人事件⑤ 〇 〇 〇
伊豆タリウム事件⑦ 〇 〇 〇
奈良自宅放火事件⑨ 〇 〇 〇 〇
佐世保小 6生殺人事件⑥ 〇 〇 〇
会津若松ばらばら事件⑩ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
品川戸越通り魔事件⑪ 〇 〇 〇 〇
佐世保高 1生殺人事件⑯ 〇




大阪姉妹殺人事件⑧ × 〇 〇 〇 〇
土浦無差別殺傷事件⑫ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡山突き落とし事件⑬ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
秋葉原集団殺傷事件⑭ 〇 〇 〇 〇 〇






× 〇 〇 〇
石巻殺傷事件 (主犯少年) ⑮ × 〇 〇 〇 〇
川崎中学生致死事件
(主犯少年) ⑱





〇 〇 〇 〇
(注) 〇－該当, 空白－不明 (ただし学業成績は, 〇－優秀, ×－成績不振)
2) 自己否定型犯罪(第 2群)





時には ｢自死｣ を試みても成功せず, なかには ｢死刑｣
になることを目的に犯罪を行う事例もある. 典型的なの
が ｢秋葉原集団殺傷事件⑭｣ であり, これらを ｢自己否
定型犯罪｣ と名付けた. この類型は 5事例に及んだが,
さきに ｢未成熟型犯罪｣ と分類したなかにも, この類型
との境界域にあるのではないかと思わせる犯罪も少なく
なかった.
3) 社会不適応型犯罪 (第 3群)





型犯罪｣ と名付けた. ｢名古屋少年 『5000 万円』 恐喝事
件①｣, ｢石巻 3人殺傷事件⑮｣, ｢川崎市中学生殺害事件
⑱｣ の 3事例が該当した.
4) 反社会性型犯罪
上記の 1～3 群に該当しないのが ｢相模原市障害者施
設集団殺傷事件⑲｣ の 1事例である. この事例の加害青
年は, 挫折, 引きこもり, いじめ被害を体験しているよ
うであるが, 他の類型とは異なって ｢重度の障害者の抹
殺｣ に使命感を持ち, 反社会的信念に基づいて犯罪を行っ



























もない｣ と自己否定におちいり, 自暴自棄となって ｢自
己否定型犯罪｣ にいたってしまうことがある.






















が多い. 今回の 20 事例についても分かりやすい説明が
求められているが, 簡単に解明できるものはひとつもな
い. そのため, 社会一般では考えることを放棄して ｢心
の闇｣ でかたづけたり, ｢発達障害｣ にすべて還元する
傾向が見られる.
筆者は, ｢青少年がなぜ犯罪や非行を行うのか｣ につ
いて, ｢思春期青年期の壁｣ ｢社会的困難｣ ｢個人の抱え
る困難｣ の三層構造の困難が土台にあると考えている.
青少年が犯罪や非行から立ち直るためには, ｢家庭｣ ｢学















る過程を ｢燃焼ガスモデル｣ で考えている. 不安や不満
が解消されないままどんどん蓄積し限界状態となる. そ
の際の解決方法は, ｢正の解決策｣ と ｢負の解決策｣ が







で働いていた. その不満を週末 (金・土) の夜暴走で解
消しようとして暴走族行為を行っていた (日曜日の夜は,
翌日の仕事に差し支えるせいかあまり行われていなかっ
た). 暴走族少年は, ｢暴走行為｣ という小さな非行を行
うことで, 大きな犯罪や非行にすすむことを防止してい
るようなものであり, 筆者は ｢ガス抜き効果｣ と呼んで
いる.
今回の 20 事例を見ると, 未成熟型犯罪と自己否定型
犯罪の大半は, 犯罪が起こされるまでは問題行動さえ見
られず, 学業成績のよい ｢よい子｣ と見られていたとこ
ろに特徴がある. ｢秋葉原集団殺傷事件⑭｣ の加害者は,
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1) 事例－会津若松母親バラバラ殺害事件⑩ (2007 年
5 月)
17 歳の少年が警察署に ｢母親を殺してきました｣ と
いって出頭してきた. 所持したショルダーバックを確認
したところ, 切断された母親の頭部が出てきた. 殺害後
少年は SNSに ｢最期の日記｣ というタイトルの日記を
掲載し, ｢ボクは犯してはならない罪を犯しました｣ と



























































ちゃんに会って謝りたい｣ と述べたという ｢佐世保小 6
女児同級生殺人事件⑥｣ は, 死とは不可逆なものである




















Yには, 2000 年 7 月 (当時 16 歳) 母親を金属バット
で撲殺した殺人の前歴があった. その時は, 中等少年院


















が確定した. 死刑は 2009 年 7 月 7 に執行された.
(池谷孝司)
2) 事例－土浦市荒川沖駅前無差別殺傷事件⑫ (2008
年 3 月 23 日)
死刑となることを強く願望した無職で 24 歳の青年が,
自宅付近で男性を刺殺して逃走し, その 4 日後の 23 日
















をみると, 外見的な犯罪形態は ｢反社会的｣ であるが,
加害者の動機は, 犯罪を通じて社会に抗議するというも
のではなく, ｢死刑になりたい｣ などという個人的動機
であり, 被害者を巻き込んだ ｢無理心中｣ (神戸事件)
あるいは, ｢自爆自殺｣ (秋葉原事件) ともいえる内容で
ある.



















1) 事例－川崎市中学生殺害事件⑱ (2015 年 2 月)
川崎市の多摩川河川敷で 13 歳の中学 1 年生の少年が
殺害された上に遺体を遺棄された事件. 加害者として少



































が多いが, ｢未成熟型犯罪｣ ｢自己否定型犯罪｣ は家庭経
済は比較的恵まれている. しかし, 親子の関係性を見る










罪｣ や ｢社会不適応型犯罪｣ が, 葛藤もなく淡々と凶悪
事件を起こしていると単純に結論づけることは正確では






い』 と述べた一方, 殺人願望が今もあると明かし 『コン
トロールできなくて困っている. 人を殺さない自分に変
わりたい』 と話した｣ と報告されている. (中日新聞社
会部 2018：209)










































る. にもかかわらず, この種の事件は, 断続的にではあ
るが途切れることなく続いている.








は 『ペイ』 することはなく, まったく割に合わないもの
であり, この点は加害者も犯行時に認識していることが
多い. つまり, 逃げ切れないと分かっている. けれども
彼らは自分の凶行をとめることができない｣ と論じてい



































子｣ と見ていた事例が多い. 外見的ではあっても ｢成績
のよい 『よい子』｣ とみられると, ｢よい子が問題を起こ
すわけがない｣ という先入観が働いて SOSのサインを
見落とすことがある. 筆者も, 家族から外見上の ｢よい
子｣ についての深刻な相談を数多く受けているが, 学校
や親戚に相談しても ｢あんな勉強のできる子に元々問題
はない, 親が悪いからだろう｣ と, まともに対応しても
らえなかったとの悩みをよく聴く.
子ども自身についても, 一度 ｢よい子｣ と見られると,














筆者は､ ｢神戸児童連続殺傷事件, 加害者 Aの更生過程
の考察 No.2｣ でこのことを論じている. 長くなるが引
用したい.











た. ある 30 歳代の男性は, 怒りのコントロールが苦手










紹介した 20 事例について, 虐待・暴力・いじめ被害











筆者は, ｢秋葉原無差別殺傷事件, 加害者 Kの育ちと
犯罪過程の考察｣ を執筆した際, 凶悪事件発生防止の施




は, 『自殺の兆候を見逃すな』 として, 自殺予告を受け
たときの対応を次の 7点にまとめている. ①まず相談者





助言する. いままでに明らかになっている, 3 回の自殺
計画のうち, 2006 年 9 月の自殺未遂時には 3 人のメル




伝えられている. (2010 年 7 月 27 日公判)｣ (木村隆夫
2014：83)
｢自殺防止支援｣ について, ｢自己否定型犯罪｣ だけに













意味での 『キャリアデザイン教育』 である. すなわち,
少しでも大手の会社に 『就職』 できればよしとするので
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